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（論文審査の要旨） 
 大谷康雄君提出の学位審査論文は「日本の宇宙状況把握のためのデュアルユースシステムの設計と評
価」と題し、本文 7 章からなる。 
















の特性を分析して課題を述べている。そして各国と日本の SSA の活動状況を分析している。 
第 4 章「宇宙状況把握（SSA）のデュアルユース」では、SSA をデュアルユースで運用する際の課題
を解決するため、システムズアプローチにより利害関係者の関係性の可視化を図っている。そしてシス
テム設計手法に従い SSA のデュアルユースシステムを設計している。 
第 5 章「デュアルユース SSA システムの評価」では、民生と安全保障の関係者が情報共有する際のプ




最後に、第 7 章「結論」では、本論文の結論と、今後の課題について述べている。 
以上を要するに本論文は、以下の特徴を有する SSA のデュアルユースシステムを設計し、その定量的
な評価手法が有効であることを論じたものである。まず民生と安全保障の両方のセンサーで収集したデ
ータを取り扱うデュアルユースのデータセンターを構成する。次に双方の利害関係者に分配するネット
ワーク機能を有す。更に企業秘密や安全保障上の理由から情報を区分して配布管理する機能を有する。 
このようなデュアルユースシステムは、双方が受け取るプロフィットとリスクの妥協点において成立
するため、設計には定量的な評価手法を必要とする。デュアルユースシステムを構成する利害間稀有者
が SSA データを受ける流れをコンテキストダイアグラムで分析して、構造モデリング手法である
ISM(Interpretive Structural Modeling)手法などで複雑化した関係性を可視化した。情報共有に着目したモデ
ルを構築し、双方が受け取るプロフィットとリスクの妥協点について SQP 法による非線形計画法を用い
て計算して収束解を得ている。これは定性的な議論に対して、定量的に評価するためのプラットフォー
ムの有効性を示したものであり、デュアルユース設計に対する指針を与えた。 
以上より、著者の研究は、日本の SSA のためのデュアルユースシステムの設計により運用上の課題を
解明し、民生分野と安全保障分野それぞれのプロフィットとリスクの妥協点を定量的に評価するための
指針を与えたものであり、システムズエンジニアリング学の発展に寄与するところが大きい。従って、
本論文の著者は博士（システムエンジニアリング学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
